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妻と義母

（株）西山青果入社
共生社生協ほくちく入社
その後、グリーンコープ連合
職員を経る

●北九州市議会議員 現5期
●北九州市議会副議長
●党北九州総支部副総支部長
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現場第一！
実現力ナンバーワン！

おかもと義之もと義之もと義之おかもと義之戸畑区の
     未来を変える
戸畑区の
     未来を変える わがまちビジョンわがまちビジョン

安全で安心なまち「戸畑」を！1
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「北九州市安全・安心条例」行動計画に基づいた治安対策・交通事故減少対策の推進。さらに、災害
対策と感染症対策にも万全を期し、日本トップクラスの安全・安心を実感できるまち「戸畑」の構築に
取り組みます。

子どもの未来が明るいまち「戸畑」を！2
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妊娠から出産、子育てまでのワンストップ支援拠点（子育て世代包括支援センター）の構築推進。
幼児教育や医療費負担のさらなる軽減。こども食堂の開設を推進します。

幸（高）齢社会のモデル区「戸畑」を！3
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高齢者や障がい者が、住み慣れた地域で自分らしくお元気に暮らせるように、医療・介護（予防）・
住まい・生活支援が一定的に提供される地域包括ケアシステムのモデル区を目指します。

賑わいと潤いを感じるまち「戸畑」を！4

V
IS

ION

公害克服のシンボル洞海湾や西日本工業倶楽部、整備された旧安川邸他、浅生スポーツセンターや
戸畑チャンポンなど、近代遺産群や歴史文化財・食・スポーツ施設等の様々なコンテンツを活かし、
コンパクトな中にも賑わいと潤いのあるまちづくりを目指します。　

あらゆる世代が住みたいまち「ナンバー・ワン」戸畑を目指します。

生年月日

家　族

座右の銘

趣　味

挑戦と応戦

  スポーツ・ガーデニング

市立大谷小学校卒、市立大谷中学校卒を経て

紹介動画 ホームページ

おかもとの提案をきっかけに大規模災害発生時に小型無人機・ドローンを
活用して被害調査や緊急物資を輸送できるよう災害対策体制が整備されまし
た。今後は、安全・確実・迅速にドローンを活用し、消防隊員が立ち入れない
環境下でも飛行・情報収集が可能となりました。

祖父母世代が家庭や地域における子育てをサポートする機会が増えていることか
ら、「じぃじ・ばぁばに贈る孫育て本 ( 北九州版祖父母手帳 )」を、おかもとが議会
で提案し、実現しました。この本では家庭や地域における孫育てに役立つ情報が
まとめられています。

おかもとの尽力で、奨学金返還支援のための「北九州市未来人材
支援基金条例」が施行されました。平成 29 年度から令和元年度の
３か年事業として貸与型奨学金の利用者が、北九州市が認定する
企業等へ就職し、市内に居住すると、年間最大 18 万円を 3 年間
( 最大 54 万円 ) 補助されます。

災害発生時における情報収集・救助活動にドローン活用・体制強化

政令市初、シェイクアウト(地震の際、身を守る行動)訓練の実施
もらって安心災害情報配信サービス

じぃじ・ばぁばに贈る孫育て本(北九州版 祖父母手帳)の作成・無料配布が実現

子ども医療費の通院費を中学３年生まで拡充（令和3年4月から実施）

奨学金返済を支援する北九州市独自の制度導入

入学準備金(新入学学用品費)を入学前支給へ前倒し

自殺予防対策の推進 新型コロナウイルス対策関連の
提案実現

浅生スポーツセンター
整備にあたり周辺地域の
要望を反映

健康をテーマとした路面標示の設置
北九州市成年後見支援センター開設
で、制度利用者・後見人支援充実

！実績ナンバーワンの ！

ュース 一人の婦人の真心を
岡本議員が園児の笑顔に！

「わぁ、とってもかわいい！」熊本地震で大
きな被害を受けた熊本県西原村の村立
にしはら保育園にピエロの人形が届けら
れ、喜ぶ園児の明るい笑顔が広がった。
この人形は北九州市戸畑区の一人の婦
人が「未来の宝である子供達の喜びにな
れば」との願いを込めた手作り。この婦人
の真心を知った岡本議員は迅速に動き、
熊本県とのパイプ役となり、この贈呈が
実現！地元園長からは、「手作りの人形に

込められた真心が何よりうれしい。子供
達が笑顔になれたことに心より感謝し
ます」と喜びを語った。

「わぁ と てもかわいい

ホッと
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希望あふれる「幸齢社会」 4V
IS

ION

子育て支援ナンバーワン！
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誰もが輝く社会へ（SDGsの推進）　

あなたの「生命」と
       「未来」を守る

くらし

北九州版

発行所：公明党福岡県本部広宣局　〒812-0053　福岡市東区箱崎１丁目１－１５

● 感染症検査の大幅な時間短縮や必要な方が必要な
検査を受けられるよう唾液による抗原検査をはじ
めとする検査体制のさらなる強化を推進します。

● 新型コロナウイルス感染症の恐れに直面する保育
士に対して、新たな手当てを支給できるよう、国へ
働きかけ、実現を目指します。

● 市立小中、特別支援学校の児童・生徒に支給する
タブレット端末を利用しての家庭学習環境の充実
化を図ります。

● 幼児教育・保育の質向上のため、保育士の処遇
改善や受け皿整備による待機児童ゼロの推進を
します。

● バス路線廃止地域やバス路線のない地域において
市と民間業者が連携して、高齢者交通（おでかけ交
通）を推進します。

● 地域包括ケアシステムの構築で、高齢者一人ひと
りに合った形で、地域の中で社会とつながり、社会
参加することへの支援を充実していきます。

● 障がい者が安心し、生きがいを持って生活を送れ
るよう、支援体制の強化に取り組みます。

● 性的マイノリティーへの差別や偏見、不適切な   
取扱いを解消、多様性を認める社会を目指します。

● 若者の地元就職を推進します。
● ポストコロナ社会に向け、デジタルトランスフォー
メーション※の加速を促進し、誰もが働きやすい
社会を目指します。
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● 更なる飲食店への支援やテレワーク導入を検討
する中小・零細企業への支援を推進します。

● 中小企業等への資金繰り支援として市独自で融資
限度額を引き上げる等といった「新型コロナウイル
ス感染症対応資金」の更なる支援を推進します。

◆黒崎バイパスの早期供用開始を推進
◆若戸大橋・トンネルの無料化を実現

市民の皆様の声を市から国へ届け、実現しました。事務
処理体制を増員し、迅速に給付できる体制を構築しました。

福岡県の休業要請の対象施設で、休業等を一定期間実
施した事業所を対象に４０万円を上限に家賃の８割の補
助を実現しました。

感染リスクが高い医療・介護現場で働く方々の声を国
に届け、「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労
金」を実現しました。

入院費のみの医療費助成が、通院費も
中学3年生まで対象となりました。（令和
3年4月より）

◆子ども医療費助成を中学3年生まで拡充

関門橋と関門トンネルの渋滞や通行止め緩和のため、
下関北九州道路の早期建設促進を国土交通大臣に申
し入れをしました。

◆下関北九州道路の推進

航空貨物の物流拠点化を目指し、北
九州空港の滑走路３０００mへの延長
を、国土交通大臣に申し入れをしまし
た。実現すれば北米や欧州との航空
貨物の需要が見込まれます。

◆北九州空港滑走路3000ｍ化の推進

6月4日、
北橋市長へ
申し入れ

公明党
北九州市議団
実績動画

を推進

※デジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること

◆ ハザードマップの改訂・普及の推進
◆ 災害時避難所の運営充実化

◆産婦健診の助成・産後ケアの強化
◆子どもを虐待から守る条例の実現
◆高齢者の交通事故防止・
　サポカー補助金の実現

◆ 精神障がい者バス運賃割引の導入
◆「障害者差別解消条例」の実現
◆ パートナーシップ宣誓制度の開始

入

全世代共栄の北九州
化
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支え合う共生の北九州

安心安全の北九州

◆PCR・抗原検査による検査体制の強化
◆市立小中、特別支援学校のすべての児童・
生徒にタブレット端末を前倒しで配布
◆感染によるいじめ防止策の推進
◆生活困窮者への貸付申込窓口体制の強化

皆様の声を市から国へ届け実現 皆様の声を市へ申し入れして実現

1 新型コロナウイルス対策
皆様の声を市から国へ届け実

1 新型

◆一律10万円の特別定額給付金を実現

◆店舗への家賃最大８割支援

◆医療・介護従事者の最大20万円の
　慰労金給付を実現

子育て支援ナンバーワン！
９年連続で政令市１位となりました

アジア初のSDGsモデル都市に選定
全国をリードする取り組み

北九州市は

2 で未来を守る

施した事業所を対象に４０万円を上限に家賃の８割の補
助を実現しました。

入院費のみの医療費助成が、通院費も
◆子ども医療費助成を中学3年生まで拡充

2 ででででで未来 公明党のネットワーク力を活かし、市・県・国
との連携で実現することができました。

3 「北九州」づくりで暮らしを守る

◆若戸大橋・ト
下関北九州道路の早期建設促進を国土交通大臣に申
し入れをしました。

全世代共栄の北九州九州 支え合う
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